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（
情
報
収
集
と
使
用
目
的
）

（
会
員
か
ら
の
申
請
）

　

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
伴
い
、
本
会

で
は
情
報
管
理
委
員
会
を
設
け
、
会
員
の

皆
様
の
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
、
本
人
の
個
人
情
報
の
開
示
・

訂
正
・
提
供
範
囲
の
変
更
や
削
除
の
申
請

が
で
き
る
。

　

個
人
情
報
の
収
集
は
、
本
会
の
必
要
な

範
囲
に
限
定
し
、使
用
目
的
を
明
確
に
す
る
。

　

同
窓
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

　

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓

　
　

会
か
ら
の
連
絡
送
付

　

●
同
窓
会
・
各
支
部
・
各
部
会
の
活
動
支
援

　

●
会
員
確
認
調
査

　

●
会
員
名
簿
の
作
成

の
目
的
範
囲
内
を
超
え
て
使
用
及
び
提
供

は
し
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

いつくしみの聖母（大学26期生卒業記念）

ホームカミングデー

「同窓生の集い」のご案内

時 間
　

場 所
内 容

■
　

■
■

：
　

：
：

：
：

11：30～〔受付 11：00～〕
＊会食後は自由にご歓談・散策をお楽しみください

大学学内 
会食・追悼スクリーン映像

参 加 費
申込み方法

■
■

3,500円（昼食代含む）
９月 10日（木）～ 10月10日（土）
会報に同封の振込み用紙にて振り込み

大学祭が中止になった場合には、「同窓生の集い｣「奨学生支援バザー」は開催を中止します。
中止の際は、同窓会HPでお知らせします。ご不明な点は同窓会事務局までお問合せください。

　新型コロナウイルスの感染拡大により、生活に多大な影響を受けておられる同窓生の皆様には、心よ
りお見舞いを申し上げます。想像だにしなかった不安と混乱の中、いかがお過ごしでしょうか。
　大学は大変な状況にあり、同窓会も大学と共にあります。どうぞ今は安全と健康を第一にご自愛くだ
さい。一日も早く穏やかな日々が戻りますよう心よりお祈りいたします。
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会長挨拶

学長挨拶

大学70年の歴史

故渡辺和子前理事長を偲んで

2019年度 活動報告

ボランティア

学生支援事業

支部だより

総会報告

代議員名簿・文化講座

同窓会より

大学からのお知らせ

ホームカミングデーのご案内

会報編集委員一同

令和　　　年　　　 月　　　日（土） ― 大学祭初日 ― 今年度の生涯教育講座はありません２ 11 7

奨学生支援バザー

●時　間：10：00～15：00　　●場　所：ヨゼフ棟１Ｆ ヨゼフホールラウンジ

フリージアの会による手作り品、セレクトショップ、遊休品、マイショップ、またブランドリユース
品もあります。掘り出し物ぞくぞく、魅力満載です。ぜひお出かけください。

■お問合せ
ノートルダム清心女子大学同窓会

ＴＥＬ＆ＦＡＸ（086）253-8496  
 HP: https://ndsu-rurudo.jp
 E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp

〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9

＊注意事項：車の乗り入れはできません。公共交通機関をご利用ください。

＊ご参加の方は、配布資料にお名前を記載いたします。
　ご了承ください。

渡辺和子理事長追悼アルバム

・販売数：300冊限定（先着順）
・申込み：右記、同窓会にお電話で
・受　付：7月15日 （水）10：00～
・価　格：1,700円（送料・税込）

「置かれたところで咲く花に」の販売について

拡大により、生活に多大な影響を受けておら
想像だにしなかった不安と混乱の中、いかが
同窓会も大学 共 あり す どう 今 安

同窓生の皆様へ

内 容■ ：会食・追悼スクリーン映像

奨学生支援バザー

＊ご参加の方は、配布資料にお名前を記載いたします。
　ご了承ください。

●題字　故・高木聖鶴

編集後記
　会報第56号をお届けします。令和元年12月、故渡辺和子前理事長の追悼
の集いを開催しました。多くの方々と共に、シスターを偲び、とても懐か
しい時を過ごすことができました。
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、日常の生活を送ることが難し
い状況になっていますが、シスターの教えを胸に、それぞれの場所で、そ
れぞれができることをしていきたいと思っています。 会報編集委員一同

　ご卒業、50周年をお迎えになられ、心よりお喜び申し上げます。皆様のご卒業50周年を記念し
「同窓生の集い」へのご参加を呼びかけています。会場には懐かしい写真を掲示し、ささやかな記念
品を用意しております。どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

大学17期・18期の皆様へ



　

こ
の
度
の
代
議
員
総
会
に
お
け
る
役
員
改
選
に
あ
た
り
ま
し

て
、
会
長
の
再
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
大
役
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
重
責
を
果
た
す
べ
く
、
学
長
を
は
じ
め
、
理
事

長
、
諸
先
生
方
の
ご
助
言
、
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
十
七
名

の
理
事
と
共
に
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
末
か
ら
全
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
甚
大
な
影
響
で
、
本
大
学
お
よ
び
同
窓
会

の
行
事
が
大
幅
に
変
更
、
延
期
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

毎
年
、
大
学
祭
に
併
せ
て
開
催
の｢

同
窓
生
の
集
い｣｢

生
涯
教

育
講
座｣｢

奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
」、
春
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た

十
月
の「
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」も
、
延
期
を
含
め
て
の
検
討

を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
同
じ
よ
う
に
恒
例
と
し
て
進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

が
、
い
か
に
価
値
が
あ
っ
た
こ
と
か…

穏
や
か
な
日
々
を
送
る

と
い
う
こ
と
が
、
い
か
に
脆
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
思
い
知

ら
さ
れ
る
毎
日
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
命
を
大
切
に

す
る
と
い
う
こ
と
、
何
を
守
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
一
度
、

自
ら
に
問
い
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

亡
き
渡
辺
前
理
事
長
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
お
話
し
さ
れ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
十
二
月
、
ご
帰
天
さ
れ
て
三
年
に
あ
た
り「
故
渡
辺
和
子

前
理
事
長
追
悼
の
集
い
」を
、
主
催
に
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
と
同
窓
会
、
共
催
に
清
心
学
園
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

事
あ
る
毎
に
、
関
係
各
位
の
皆
様
や
同
窓
生
よ
り
、
そ
の
ご
功

績
や
追
悼
の
思
い
を
何
か
形
に
で
き
な
い
か
と
の
声
が
数
多
く

寄
せ
ら
れ
、
原
田
学
長
に
ご
相
談
申
し
上
げ
、
津
田
理
事
長
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
沢
山
の
方
々
の
ご
協
力
の
上
に
実
現
い

た
し
ま
し
た
。

　

原
田
学
長
の「
追
悼
の
祈
り
」か
ら
始
ま
り
、
津
田
理
事
長
、

髙
木
前
学
長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
渡
辺
前
理
事
長
の
ご
幼
少
の

頃
か
ら
の
生
い
立
ち
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
て
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

附
属
小
学
校
第
一
期
生
で
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
大
瀧
賢
一
郎
さ
ん

か
ら
追
悼
の
歌
が
披
露
さ
れ
、
美
し
い
歌
声
で
偲
び
ま
し
た
。

同
時
に
ロ
ビ
ー
で
は
追
悼
写
真
展
を
開
催
し
、
思
い
出
や
遺
徳

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
全
国
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
理
事
長
様
へ
の
思
い
や
、
心

に
残
る
言
葉
な
ど
を
、
お
写
真
と
共
に
一
冊
の
追
悼
ア
ル
バ
ム

に
ま
と
め
、
参
加
記
念
品
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
得
て
思
い
出

深
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

苦
難
の
時
で
す
が
、
今
こ
そ
同
窓
会
と
し
て
、
母
校
へ
の
誇
り

を
再
認
識
し
、
母
校
や
学
生
達
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
堅
実

な
歩
み
を
続
け
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

23

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

学
長

カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区

司
祭

原

田

豊

己

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

年
の
歴
史

70
2019 1886

神
戸
か
ら「
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ

の
幼
き
イ
エ
ズ
ス
会
」の
シ

ス
タ
ー
が
来
岡
し
、
岡
山

市
に
お
け
る
最
初
の
女
学

校「
私
立
岡
山
女
学
校
」創

立
、
後
に「
清
心
高
等
女
学

校
」と
改
名（
場
所
は
岡
山

市
西
中
山
下
、
後
に
同
市

弓
之
町
に
移
転
）

1929

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
ホ
ー
ル
本

館
・
東
棟
完
成
、
翌
年
現
在

地（
伊
福
町
）に
移
転

1965

食
品
・
栄
養
学
科
開
設

附
属
幼
稚
園
開
設

1952

国
文
科
新
設
、
そ
れ
に
伴

い
、
文
学
部（
英
文
学
科
、

国
文
学
科
）、家
政
学
部（
家

政
学
科
）の
二
学
部
に
改
組

第
一
回
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ガ
ウ
ン
授
与
式
挙
行

1995

大
学
院 

文
学
研
究
科
修
士

課
程（
日
本
語
日
本
文
学
専

攻
・
英
語
英
米
文
学
専
攻
）・

人
間
生
活
学
研
究
科
修
士

課
程（
人
間
発
達
学
専
攻
・

食
品
栄
養
学
専
攻
）開
設

1997

大
学
院 

文
学
研
究
科
日
本

語
日
本
文
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
開
設

人
間
生
活
学
研
究
科
人
間

生
活
学
専
攻
修
士
課
程
増

設

2000

大
学
院 

人
間
生
活
学
研
究

科
人
間
複
合
科
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
開
設

2003

現
代
社
会
学
科
開
設

1969

ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
修
道
女
会
創
立
者

ジ
ュ
リ
ー
・
ビ
リ
ア
ー
ト

列
聖
。
ク
ビ
リ
ー
奨
学
金

を
設
け
る
。

1948

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
来
校

1984

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
来
学

1924
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
修
道
女
会
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ウ
ォ
ル
サ
ム
管
区（
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
）か
ら
六

名
の
シ
ス
タ
ー
来
岡
、
清

心
高
等
女
学
校
の
経
営
を

引
き
継
ぐ

1996
家
政
学
部
を
人
間
生
活
学

部
に
、
家
政
学
科
を
人
間

生
活
学
科
に
、
食
品
・
栄
養

学
科
を
食
品
栄
養
学
科
に

名
称
変
更

1944
「
岡
山
清
心
女
子
専
門
学

校
」創
立
。
物
理
化
学
科
、

保
健
科
、
被
服
科
で
始
ま

る
。　
　
　
（
〜
一
九
五
一
）

1982
英
文
学
科
を
英
語
英
文
学

科
に
、
国
文
学
科
を
国
語

国
文
学
科
に
名
称
変
更

1999
国
語
国
文
学
科
を
日
本
語

日
本
文
学
科
に
名
称
変
更

2007
大
学
院 

文
学
研
究
科
・
社

会
文
化
学
専
攻
修
士
課
程

増
設

児
童
学
科
開
設

1964
附
属
小
学
校
開
設

1967 1956
シ
ス
タ
ー
・
エ
ー
メ
ー
・
ジ
ュ

リ
ー
第
二
代
学
長
就
任

1990
シ
ス
タ
ー
雑
賀
美
枝

第
四
代
学
長
就
任

2001
シ
ス
タ
ー
髙
木
孝
子

第
五
代
学
長
就
任

1963

シ
ス
タ
ー
渡
辺
和
子

第
三
代
学
長
就
任

2017

原
田
豊
己
神
父

第
六
代
学
長
就
任

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

BU
LLET

IN
 V
ol.203

よ
り

1949
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

女
子
大
学
」創
立
。
学

芸
学
部（
英
文
学
専
攻
、

家
政
学
専
攻
）

シ
ス
タ
ー
・
メ
リ
ー
・

コ
ス
カ
初
代
学
長
就

任

ご
挨
拶

ご
報
告
と
お
礼

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会

会
長

横

溝

洋

子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
本

学
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

三
月
十
三
、
十
四
日
に
行
わ
れ
た「
大
学

院
第
二
十
四
回
学
位
記
・
学
部
第
六
十
八
回

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
」は
、
例
年
の
よ

う
な
儀
式
を
行
う
こ
と
が
出
来
ず
、
ゼ
ミ
ご

と
に
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。
卒
業
生
に
は
、
聖
書
に
あ
る
ギ
リ

シ
ャ
語「
ペ
イ
ラ
ス
モ
ス
」日
本
語
で「
試
練
」と
訳
さ
れ
る
言
葉
の

意
味
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ヨ
ブ
記
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
旧
約
聖
書
の
人
々
は
、
苦
し
み
、

悲
し
み
、
困
難
、
不
幸
な
ど
を
神
か
ら
く
る
試
練
と
考
え
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
決
し
て
神
の
罰
と
混
同
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

試
練
を
罰
と
し
て
考
え
る
人
間
は
、
苦
し
み
、
悲
し
み
を
体
験
す
る

と
き
、
思
考
を
停
止
し
自
分
の
環
境
に
閉
じ
こ
も
り
人
間
嫌
い
に
な
り

利
己
主
義
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
挫
折
と
絶
望
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
ペ
イ
ラ
ス
モ
ス
」は
、
苦
し
み
、
悲
し
み
が
人
間
を
襲
い
絶
望
の

ふ
ち
に
立
た
さ
れ
た
時
、
苦
し
み
、
悲
し
み
が
人
生
に
と
っ
て
意
味

が
あ
る
こ
と
を
悟
る
よ
う
導
く
も
の
、
ま
た
忍
耐
、
持
久
力
、
耐
久

力
を
持
っ
て
苦
し
み
、
悲
し
み
に
立
ち
向
か
う
よ
う
に
促
す
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
聖
書
は
、
苦
し
み
、
悲
し
み
の
時
に
こ
そ
困
難
に

あ
る
人
に
対
す
る
隣
人
愛
、
奉
仕
、
献
身
が
人
間
を
完
成
に
向
か
わ

せ
る
と
教
え
る
の
で
す
。

　

四
月
の
入
学
式
は
、
中
止
で
は
な
く
延
期
と
し
ま
し
た
。
女
専
時

代
一
九
四
五
年（
昭
和
二
十
年
）の
入
学
式
を
八
月
十
四
日
に
行
っ
た

歴
史
を
持
つ
か
ら
で
す
。
困
難
な
中
に
も
入
学
感
謝
ミ
サ
と
と
も
に

儀
式
を
行
う
つ
も
り
で
す
。

　

い
か
な
る
状
況
に
あ
っ
て
も
研
究
と
教
育
を
行
う
、
す
な
わ
ち
大

学
の
使
命
と
し
て
の
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た
め
対
面
授
業
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
遠
隔
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
共
に
学
び
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
こ

の
状
況
が
終
息
し
、
社
会
が
そ
の
傷
を
癒
そ
う
と
す
る
時
、
学
生
の

力
が
必
ず
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
奨
学
金
制
度
を
大
幅
に
拡
大
し
ま
し
た
の
で
、

今
回
の
状
況
に
も
対
応
し
経
済
的
困
難
な
状
況
に
あ
る
学
生
に
支
援
が

行
わ
れ
ま
す
。
遠
隔
授
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
学
生
支
援
を
充
実
さ
せ
、

環
境
整
備
の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
等
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

数
年
に
わ
た
り
国
の
政
策
と
し
て
定
員
の
厳
格
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
学
は
志
願
者
が
多
い
た
め
に
、
反
対
に
多
く
の
学
生
を

断
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
文
部
科
学

省
に
定
員
増
の
申
請
を
し
て
い
ま
す
。
認
可
さ
れ
れ
ば
、
多
く
の
志

願
者
の
必
要
に
応
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
い
つ
も
母
校
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
苦
し
む
世
界
の
た
め
に
祈
り
ま

し
ょ
う
。

い
つ
く
し
み
深
い
神
よ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、

今
、
大
き
な
困
難
の
中
に
あ
る
世
界
を
顧
み
て
く
だ
さ
い
。

不
安
と
混
乱
に
直
面
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
、

支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

希
望
の
源
で
あ
る
神
よ
、

わ
た
し
た
ち
が
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
と
助
け
合
っ
て
、

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
導
き
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
。
ア
ー
メ
ン
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毎
月
、
第
二
火
曜
日

と
第
四
土
曜
日
、
同
窓

生
が
ル
ル
ド
館
に
集

ま
っ
て
き
ま
す
。「
き
ょ

う
は
何
を
作
ろ
う
か

な
？
」「
こ
ん
な
も
の
を

作
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ど

う
か
な
？
」
制
作
中
の

作
品
や
、
新
た
に
考
え

た
作
品
を
見
せ
合
っ
て
、

第
一
会
議
室
は
、
た
ち

ま
ち
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
一
つ
で
あ
る
フ
リ
ー
ジ
ア
の

会
は
、
毎
年
大
学
祭
で
開
催
さ
れ
る
、
奨
学
生
支
援

バ
ザ
ー
の
た
め
に
、
手
作
り
品
を
制
作
し
販
売
し
て

い
ま
す
。
売
上
金
は
全
額
、
学
生
の
奨
学
金
と
な
り

ま
す
。

　

世
代
の
違
う
同
窓
生
が
交
流
で
き
る
喜
び
、
手
作

り
品
を
制
作
す
る
喜
び
、
そ
れ
を
販
売
し
て
誰
か
に

使
っ
て
も
ら
え
る
喜
び
、
そ
し
て
そ
の
売
上
金
で
奨

学
生
を
支
援
で
き
る
喜
び
、
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
は
、

い
く
つ
も
の
喜
び
の
中
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
時
間
に
余
裕
が

で
き
た
あ
な
た
、
懐
か

し
い
大
学
に
足
を
踏
み

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

同
窓
生
な
ら
、
い
つ
で

も
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な

作
品
が
並
ぶ
で
し
ょ
う
。

大
学
祭
バ
ザ
ー
に
も
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

7

　

二
〇
一
九
年
十
一
月
三
日（
日
）大
学
祭
初
日

に
、
同
窓
会
主
催
の
生
涯
教
育
講
座
「
世
代
を

超
え
て
人
育
て　

自
分
育
て
」を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

こ
の
度
は
、
大
原
美
術
館
名
誉
館
長　

大
原

謙
一
郎
氏
に「
文
化
は
万
能
で
は
な
い
が
無
力
で

も
な
い
」と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

他
県
か
ら
も
含
め
て
三
十
代
か
ら
八
十
代
の

方
、
約
九
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岡
山
県
倉
敷
市
に
、
日
本
最
初
の
西
洋
美
術

中
心
の
美
術
館
を
創
立
し
た
大
原
孫
三
郎
の
魂

は
今
も
受
け
継
が
れ
、
多
く
の
若
い
芸
術
家
た

ち
が
育
ち
、
ま
た
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で

文
化
と
深
く
か
か
わ
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
改

め
て
感
動
し
た
講
演
で
し
た
。

　
「
文
化
や
芸
術
や
人
文
学
に
は
、
ど
ん
な
困
難

な
時
代
で
も
人
の
心
を
元
気
に
す
る
源
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
日
々
の
生
活
の
中
、
豊
か
な

知
識
と
知
恵
を
少
し
意
識
す
る
こ
と
で
万
能
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
」と
話
さ
れ
、
聴
講
者
の
中

に
は
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
き
入
る

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
感
動
し
て
涙
が
出
ま
し
た
。」「
民
藝
を
生
活

の
中
で
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。」

「
日
々
の
生
活
の
中
で
私
た
ち
も
大
切
な
文
化

を
築
い
て
い
る
の
か
と
思
う
と
楽
し
み
に
な
っ

た
。」「
文
化
、
芸
術
は
多
く
の
事
が
繋
が
っ
て

創
ら
れ
た
の
で
す
ね
。」等
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
世
の
中
の
情
勢
は
常
に
変
化
し
Ｉ
Ｔ

化
し
て
い
る
が
、
人
間
の
心
を
成
長
さ
せ
る
為

に
は
文
化
・
芸
術
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
筋
・
思

想
・
意
思
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」と
大
原
氏
は

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
文
化

に
触
れ
る
事
の
出
来
な
い
日
々
が
続
く
と
、
改

め
て
大
原
氏
の
言
葉
を
痛
感
し
た
講
演
で
し

た
。

　

点
訳
絵
本
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
見
え
な
い
人
も
、

見
え
る
人
も
一
緒
に
な
っ
て
絵
本
を
楽
し
む
、
共

に
絵
本
が
楽
し
め
る
」と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
読

者
の
方
か
ら
の「
楽
し
か
っ
た
よ
、
次
は
こ
ん
な

本
貸
し
て
下
さ
い
。」と
い
う
お
手
紙
に
励
ま
さ

れ
ま
す
。
読
者
の
方
と
一
緒
に
点
訳
絵
本
を
作
っ

て
行
く
こ
と
が
ス
タ
ッ
フ
皆
の
喜
び
と
な
り
ま
す
。

点
訳
の
作
業
は
、
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
、

本
の
中
に
あ
る
文
字
の
部
分
を
全
て
点
訳
し
、
貼

り
付
け
ま
す
。
点
字
は
シ
ー
ト
の
裏
の
面
に
打
ち

ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
指
先
で
読
む
の
は
表
の

面
で
す
か
ら
、
打
っ
た
点
と
読
む
点
の
位
置
は
左

右
逆
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
所

に
表
示
さ
れ
て
い
る
点
字
は
な
か
な
か
読
め
ま
せ

ん
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
点
字
を
目
を
皿
の
よ
う
に

し
て
見
て
、
読
め
た
時
は
本
当
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、絵
の
部
分
は
、同
じ
透
明
シ
ー
ト
を
使
い
、

絵
の
形
の
通
り
に
切
り
抜
き
、
貼
り
付
け
ま
す
。

本
の
個
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
、
書
か
れ
て
あ

る
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
事
に
は
大
変
苦

労
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
考
え
、
話
し

合
い
、
総
力
を
注
ぎ
様
々
な
問
題
を
解
決
し
て
い

く
と
こ
ろ
に「
ゆ
め
文
庫
」の
力
強
さ
が
あ
り
、

絆
の
強
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

視
覚
障
害
の
お
母
さ
ん
が
、
小
さ
い
子
供
た
ち
に

絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
い
と
い
う
願
い
を
叶
え
て

差
し
上
げ
よ
う
と
い
う
目
的
で
発
足
し
て
か
ら
早

く
も
二
十
数
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
点

訳
絵
本
の
数
も
二
五
〇
冊
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

点
訳
絵
本
を
読
ん
で
下
さ
る
方
々
と
関
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
多
く
の
人
々
の
支
援
、
及
び
ス
タ
ッ
フ

皆
さ
ん
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
継
続
で
き
た
こ
と
、

又
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
け
る
こ
と
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

（
十
八
期
英
文
鈴
木
三
知
子
）

ゆめ文庫 新刊目録

　

「
利
用
者
さ
ん
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
？
」七

年
前
、
旭
川
荘
・
児

童
院
か
ら
の
提
案
で
、

私
は
車
椅
子
の
散
歩

に
同
伴
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
の

お
し
め
た
た
み
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
違
い
、
里
親
と
し
て
利
用
者
さ
ん
と

直
接
関
わ
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
方
の
こ
と
は
殆
ど

知
ら
な
い
ま
ま
の
ス
タ
ー
ト
。
毎
回
の
よ
う
に
不
安

な
気
持
ち
を
抱
え
て
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ざ
車
椅
子
を
押
し
て
病
棟
を
出
る
と

「
○
○
さ
ん
、
散
歩
？
」と
馴
染
み
の
職
員
の
方
や
、

「
よ
う
○
○
！
元
気
か
？
」と
彼
が
学
ん
だ
支
援
学

校
の
先
生
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
た
理
学
療
法
士
の
方
や
、
寮
生
活
を
し
て
い
た

頃
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
る
方
に
も
出
会
い
ま
す
。

　

散
歩
同
伴
を
通
し
、
利
用
者
さ
ん
は
多
く
の
温
か

い
眼
差
し
を
受
け
、
自
身
に
残
さ
れ
た
可
能
性
を
精

一
杯
輝
か
せ
て
今
が
あ
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

彼
の
い
つ
も
の
笑

顔
に
私
自
身
が
前
を

向
く
勇
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

（
二
十
三
期
児
童

香
川
道
子
）

大原 謙一郎氏

パッチワークの座ぶとん

生
涯
教
育

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会

ゆ
め
文
庫

エ
ン
ジ
ェ
ル
会

　

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
七
日（
日
）第
二
十
二

回
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
本
学
ヨ
ゼ
フ

ホ
ー
ル
Ｂ
棟
三
階
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度

よ
り
、
同
窓
会
本
部
が
岡
山
県
支
部
よ
り
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。

　

開
催
に
向
け
て
は
、
本
学
英
文
学
科
長（
当

時
）広
瀬
佳
司
先
生
を
は
じ
め
実
に
多
く
の
先
生

方
に
、
ま
た
、
入
試
広
報
部
の
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
十
一
校
十
八
名
の
高
校
生
の
参

加
が
あ
り
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
の
熱
意
あ
ふ
れ
る

ス
ピ
ー
チ
は
参
加
者
に
深
い
感
動
を
与
え
ま
し

た
。

　三
人
の
先
生

方
の
審
査
も
、

と
て
も
白
熱
し

審
査
予
定
時
間

を
越
え
る
程
で

し
た
。

　

ま
た
、
審
査

中
に
は
本
学
英

文
学
科
の
三
人

の
学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
学
生
達
の
見
事
な
英
語
力
に
は
会

場
全
体
が
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
年

度
よ
り
導
入
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
下

地
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

受
付
進
行
な
ど
も
学
生
の
協
力
で
ス
ム
ー
ス

か
つ
ス
マ
ー
ト
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
支
部
が
作
り
あ
げ
た
二
十
一
年
の
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
、
今
後
は
、
新
し
い
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

にじいろのさかな

プレゼントとどくかな

ききみみずきん

ありがとさん♪

おいもをどうぞ！

いつもいっしょに

ほんがすき！

小公女

そりあそび

きょうのえほん

こんたくんのえーとえーと

きょだいなきょだいな

とんことり

たろうのおでかけ

アラジン　ジャスミンのけっこんしき

こぐまちゃんおはよう

たなばたものがたり

アリババと40にんのとうぞく

ミッキーのまほうつかいのでし

とりかえっこ

くつやさんと10にんのこびと

14ひきのぴくにっく

きょうのおべんとうなんだろな

あたしもびょうきになりたいな！

オシリスの旅

はなをくんくん

マーカス･フィスター
みなみかなこ
木下順二

こんのひとみ
柴野民三

こんのひとみ
D・マクフェイル

フランシス･ホジソン･バーネット
さとうわきこ
いもとようこ
香山美子

はせがわせつこ
筒井頼子
村山桂子
駒田文子

わかやまけん
舟崎克彦

いもとようこ
斎藤妙子

さとうわきこ
林みずほ

いわむらかずお
岸田衿子

フランツ･ブランデンベルク
ジェラルド･マクダーモット

ルース･クラウス

ホワイトツリーお正月飾りふわふわワンちゃん

第22回 スピーチコンテスト

優勝カップ授与

旭川荘の 5月ハンドベル演奏会

《最優秀賞》
松　田　理　奈 （岡山城東２年）

《特別賞》
畑　山　りいな （就実 1年）

《優秀賞》
政　木　悠　布 （岡山朝日２年）

今　村　早也香
（光ヶ丘女子２年／愛知県）

2019年度 活動報告ボランティア
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奨
学
金
事
業

学
生
支
援
学
内
講
座

2020年度
ノートルダム清心女子大学同窓会 奨学生

永　田　裕加里
平　松　三　奈
藤　野　はるな
一　柳　香野子
槙　尾　　　華
松　田　愛　見
六　車　春　香
辻　岡　彩　菜
坪　田　彩　夏
長　坂　瑞　希

2年生

3年生

2年生

2年生

3年生

4年生

2年生

4年生

2年生

2年生

文 学 部 英 語 英 文 学 科

文 学 部 英 語 英 文 学 科

文学部日本語日本文学科

文 学 部 現 代 社 会 学 科

文 学 部 現 代 社 会 学 科

人間生活学部人間生活学科

人間生活学部児童学科

人間生活学部児童学科

人間生活学部食品栄養学科

文学研究科社会文化学専攻

団　体

個　人

2019年度 同窓会奨励賞

● 秘書検定講座

２　級

準１級
合 　 計

65
14
79

コ ー ス 受講者数

● 公務員・教員採用試験対策講座

公務員試験対策講座

教員採用試験対策講座
26
68

コ ー ス 受講者数

◆弓道部
◆陸上競技部

◆ツボジョーワールド探検隊

◆児　童　学　科 ３年生　德　田　日　南
◆児　童　学　科 ３年生　山　室　優　香
◆食 品 栄 養 学 科 4年生　米　田　奈　央
◆食 品 栄 養 学 科 3年生　大　熊　恵　衣
◆英 語 英 文 学 科 ３年生　前　田　優　奈
◆英 語 英 文 学 科 ３年生　丸　川　未　来
◆食 品 栄 養 学 科 3年生　今　田　愛　恵
◆食 品 栄 養 学 科 3年生　大　森　佳　美
◆日本語日本文学科 2年生　藤　原　瑠　音 （硬式庭球部）
◆児　童　学　科 2年生　向　井　菜々帆 （硬式庭球部）
◆児　童　学　科 3年生　西　岡　彩　貴 （卓球部）
◆児　童　学　科 1年生　横　山　桃　子 （卓球部）

（日本語日本文学科１～４年生14名）

　
「
奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
」は
、
昨
年
に
引
き
続
き
生
涯
教
育
講
座
と
の
同
時
開
催
で
、

令
和
元
年
十
一
月
三
日（
日
）の
大
学
祭
初
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
の
心
の
こ
も
っ
た「
手
作
り
品
」・
同
窓
生
の「
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
」

の
販
売
に
始
ま
り
、
生
涯
教
育
講
座
終
了
後
か
ら
は
、
全
国
の
同
窓
生
か
ら
の
寄

贈
品
、
数
々
の
遊
休
品
・
リ
ユ
ー
ス
品
を
多
く
の
方
々
が
購
入
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
回
も
お
客
様
が
開
店
前
か
ら
行
列
を
な
す
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
セ
レ
ク

ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
骨
董
・
掛
け
軸
・
備
前
焼
の
品
々
が
並
び
、
興
味
深
く
手
に
取
っ

て
品
定
め
を
す
る
お
客
様
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
同
窓
生
に
よ
る「
マ
イ
シ
ョ
ッ

プ
」コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
」「
ビ
ー
ズ
織
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」「
海
外
の

こ
だ
わ
り
小
物
」の
三
店
舗
が
出
店
さ
れ
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
、
岡
山
県
立
倉
敷

ま
き
び
支
援
学
校
高
等
部
職
業
コ
ー
ス
の
生
徒
た
ち
に
よ
る「
手
作
り
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
」の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
大
勢
の
方
々

に
販
売
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
す
ぐ
に
完
売
し
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
と
同
時
開
催
の
予
定
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
、
ぜ
ひ
バ
ザ
ー
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
度
は
、
延
べ
九
九
三
名
の
学
生
が
講
座

を
受
講
し
、
各
種
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
Ｍ
Ｏ
Ｓ
試
験
と
秘
書
検
定
２
級

試
験
は
、
学
内
で
受
験
で
き
ま
す
。

　

奨
学
金
制
度
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
発
足
以
来
、
人

物
、
学
業
、
経
済
面
等
を
考
慮
し
て
選
ば
れ
た
学
生
に
、

現
在
年
額
二
十
八
万
円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
よ
り
一
年
生
も
応
募
で
き
る
よ
う
、
対
象
を
広

げ
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
委
員
会
で
は
、
六
月
と
十
一
月
に
二
〇
一
九

年
度
奨
学
生
に
対
し
、
指
導
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
う
た
び
に
成
長
し
、
大
学
生
ら
し
く
な
っ
て
い
く
奨

学
生
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
十
一
月
に
は
、
次
年
度
の
奨
学
生

の
選
考
会
が
開
催
さ
れ
、
第
一
次
選
考
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
月
に
は
第
二
次
選
考
会
が
行
わ
れ
、
厳
正
な

審
査
の
も
と
令
和
二
年
度
の
奨
学
生
を
十
名
決
定
し
ま

し
た
。
奨
学
金
は
、
返
還
不
要
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り

学
業
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー

2019年度バザー協力者一覧 （年度別・敬称略）

末　

長 

泰

伊　

藤　

美
知
子

大

野

久

子

亀

尾

晴

江

壷

井

幸

子

西

本

厚

子

青

井

重

代

荒

川

義

子

福

田

敏

子

青

谷

恵

子

Sr.
井 

上 

滿
洲
子

根
ケ
山　

公　

子

安

村

時

子

鈴

木

菊

子

Sr.
松　
尾　
京　
子

八

村

節

子

赤

木

抄

美

北　

川　

加
寿
江

井

上

幸

子

梅　

村　

千
重
子

永

井

素

子

藤

川

順

子

平

田

博

子

三　

宅　

美
智
子

石

川

澄

子

柴

岡

澄

子

河

内

章

子

坪

田

厚

子

青

地

広

子

平

井

順

子

堀

越

伸

子

大

熊

昌

子

高

木

常

江

田

中

慎

子

古

田

啓

子

山

崎

庸

子

衣　

幡　

美
智
子

嵐　
　
　

昭

子

藤

川

定

子

梅

本

武

子

西　

村　

久
仁
子

原　

田　

よ
り
子

牧　
　
　

千
鶴
子

村　

上　

己
代
子

犬

飼　

典

子

梶

田

欣

子

谷

村

和

子

山　

田　

美
保
子

木

部

順

子

泉　
　
　

千
代
美

中

西

敏

子

入

江

浩

子

古

谷

睦

枝

滝

沢

弘

子

江

田

栄

子

豊

田

早

苗

小
鍛
治　

洋　

子

宮

崎

正

江

香　

山　

キ
ミ
子

石　

津　

ミ
チ
子

伊

達

絹

子

大

住

雅

子

岡　

﨑　

文

代

佐　

藤　

紀
代
子

前

田

好

子

由　

布 

忍

小

野

恵

子

中
須
加　

京　

子

永　

原　

由
美
子

林

田

良

子

山

内

和

子

宇
田
津　

光　

子

岡

本

瑠

美

原　

田　

日
眞
子

遠

藤　

廣

子

二
階
堂　

悦　

子

井

上

滋

子

川

崎

稲

子

作

田

明

美

中

山

邦

子

森　

本　

芙
佐
子

八　

木　

貴
美
子

川

上

和

子

山
野
井　

節　

子

坂　

本　

惠
津
子

下　

妻 

初

小
郷
原　

惠
美
子

進

藤

文

子

内

田　

順

恵

浮

田

公

子

小

野

加

与

奥

野

好

江

片

山

幸

子

河

本

要

子

杉　

山　

美
佐
子

角　

南　

美
知
子

林　
　
　

賛
佳
衣

山

崎

徳

枝

吉

田

妙

子

井

上

悦

子

坂

本

鈴

子

眞

岡

啓

子

草

野

広

子

片

岡

富

子

生　

田　

千
津
子

岡　

野　

由
美
子

鈴

木

優

子

浜

元

広

子

鳥

取

温

子

松

川

邦

枝

宗

田

容

子

甲

田

正

子

横

内

泰

江

中
大
路　

美
知
子

岡　

﨑　

智

子

木　

附　

久
美
子

藤

沢

治

子

山

田

恵

子

斎

藤

礼

子

延

原

智

子

平　

井　

ト
シ
ヱ

秋　

山　

美
恵
子

小
田
原　

眞
知
子

山

口

直

美

久

本

直

子

髙

谷

栄

子

三

浦

尚

子

木

村

純

子

小

若

暁

子

森　
　
　

朋

子

井　

上　

理
恵
子

堀

本

佳

子

宮　

園　

す
み
子

満　

木　

志
お
り

三

宅

弘

子

入

谷

晃

江

菅

原

弘

子

池

町

睦

子

岡　
　
　

素

子

花

田

典

子

清

時

成

子

加

藤

惠

子

粟

根

洋

子

志　

熊　

美
恵
子

瀬　

尾 

緑

石

川

典

恵

岩

永

祥

恵

加

藤

裕

子

中

西

一

代

柚

木

和

子

由

良

美

砂

阿
久
津　

淑　

子

大

塚

景

子

高

津

昌

美

田　

中　

三
穂
子

牧　
　
　

久

美

片

山

尚

子

原

山

裕

子

三

上

順

子

田
野
口　

悦　

子

佐

藤

好

恵

小

西

春

美

難

波

久

子

中

村

幸

枝

家
根
原　

寛　

子

岡

本

美

江

関　
　
　

清

美

宮

野

志

保

向　

原　

真
理
子

村

井

督

代

山

本

恵

理

舘　

洞　

美
穂
子

塩

見

温

子

土

井

裕

子

根

橋

理

香

池

田

順

子

周

田　
　
　

泉

森　
　
　

優

子

中

塚　
　
　

容

星

野

章

代

ガ

ウ

万

里

菅　
　
　

奈
保
子

片

岡

明

子

今

岡

徳

子

池

田

尚

子

池

田

裕

美

西

風

美

香

矢

敷

典

子

神

山

佳

江

野

上

直

子

瀬

尾

佳

苗

諏

訪

祐

子

大

田

球

代

山

本

景

子

伊

住

理

恵

白

根

直

子

井

上

千

絵

根

本

教

子

石

川

雅

美

濱　

﨑　

絵

梨

野

村

陽

子

佐　

藤　

こ
ず
恵

浜

中

康

恵

木

内

志

織

片

山

典

子

福

田

紗

弓

小

西

美

紀

味

村

奈

実

堀

田

幸

江

焼
き
飯
屋 

出
店
者

現
・
理
事
一
同

受賞しました！

受賞しました！

《団体賞》

《個人賞》

「MOS世界学生大会 2020」パワーポイント部門
　　　　　　　　　日本代表候補者上位20名に入賞

3 年 日本語日本文学科 杉　田　結衣子（受賞時は 2年）

2019年度オデッセイ アワード
マイクロソフト オフィス スペシャリスト 大学・短期大学部門 入賞

令和元年度 秘書技能検定
団体優秀賞

2020年度 奨学生支援バザー

◆11月７日（土）

◆受付期間

◆問 合 せ

☆マイショップ募集

＊フリージアの会（手作り品）、マイショップ、
　セレクトショップ、遊休品、ブランドリユース品
10時～15時

９月～10月中旬

同窓会事務局 TEL（086）253－8496

手作り品を制作しておられる方、ご自身のお店を出店
しませんか？

☆遊休品、ブランドリユース品寄贈のお願い
手作り品、遊休品、ブランドリユース品をご提供く
ださい。Ｔシャツなどの古着はご遠慮ください。

：ヨゼフホールラウンジ

Microsoft Office Specialist

Excel スペシャリスト

Excel エキスパート

Word スペシャリスト

Word エキスパート

Power Point

Access

（一般）

（上級）

（一般）

（上級）

合 　 計

270
56
279
53
136
26
820

コ ー ス 受講者数

● パソコン資格取得講座

フリージアの会の手作り品 遊休品コーナー マイショップコーナー

（
氏
名
は
、
名
簿
調
査

 

終
了
時
点
の
も
の
で
す
）

学生支援事業

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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●北海道ユリア会（53人）
令和元年９月29日、JRタワーH日航札幌での総会は、

この広い北海道で同窓生として巡り会える喜びと、清心
ならではの心地よさで、心満たされる一時となりました。
　当日、素敵な小冊子『北海道ユリア会発足の記録とそ
の後のあゆみ』を頂き、５代目として、ユリア会の温か
な交流を受け継ぐ懸け橋でありたいと、決意新たにしたところです。
　次回の総会は、函館にて、皆様をお待ちいたしております。

●東京支部（2,128人）

●東海支部（608人）

●京阪神支部（2,317人）●四国支部

●岡山県支部（16,862人）

●鳥取支部（99人）

●広島支部（1,738人）

●九州支部（750人）

東京支部では、年に一度の幹事会開催、支部ニュース
発行と、二年に一度の支部総会・懇親会開催を主な活動
としております。
  令和元年７月20日（土）東京ガーデンパレスに於いて、
原田豊己学長、津田葵理事長、広瀬佳司英語英文学科
長、石原金由教授、横溝洋子同窓会会長、福田好子副
会長にご臨席いただき第25回東京支部総会・懇親会を開催いたしました。会場には大学の現
在の様子が窺える【大学コーナー】を設け、全国よりお集まりの117名の同窓生の皆様に、建
学以来変わりない清心スピリットと、時代の流れと共にしなやかに進化し続ける母校の魅力
を再認識していただけたのでは、と思っております。

2019年11月16日（土）に名古屋マリオットアソ
シアホテルにおいて、第18回東海支部総会・親
睦会を開催いたしました。
　親睦会では原田豊己学長、石原金由先生、
横溝洋子同窓会会長、森川千代理事にご臨席
いただき、現在の大学の状況や東海地方への
縁についてのお話をしていただきました。東海支部の会員や全国各地から出席してくださっ
た同窓生からも、ゼミでの出来事、懐かしい学生時代の思い出、学寮での友人との交流につ
いてお伺いしました。東海支部のモットーである「愛と奉仕の精神」で、同窓生との絆を大切
に、今後の活動も継続することを誓い合う温かい会になりました。
　2020年４月より40期～43期の新役員が活動を開始いたしました。
　次回の支部総会でも、皆様と再び集えることを楽しみにしております。

　202 0年10月に
第18回四国支部総
会・懇親会を予定
し、準備を進めて
おりました。
　このたびの新型
コロナウイルス感
染拡大の影響を受
け、皆様の健康と安全を考慮した結果、残念ながら今年
度の香川県での開催をとりやめさせていただくことにな
りました。
　次回は愛媛県での開催となります。一人でも多くの同
窓生の皆様と笑顔でお会いできることを楽しみにしてお
ります。

2019年６月22日に母校カリタスホールにて第12回岡山県支部総会・親睦会を開催しま
した。親睦会には原田豊己学長・菊永茂司常務理事・横溝洋子同窓会会長にご臨席いた
だきました。廣江まさみさん（35国）による笑い文字の『ありがとう講座』を体験し、会場
が笑顔でいっぱいになりました。
　また県内各地で楽しい地域花みずき会（ミニ同窓会）を開いております。事態が落ち着
いた暁には、多くの皆様にお会いできますことを役員一同楽しみにしております。

2019年11月24日、鳥取支部同
窓会は倉吉で開かれました。倉
吉在住の、同窓生の松井さんの
案内で、倉吉の白壁土蔵群周辺
の散策を満喫いたしました。倉吉の歴史や文化財を、そのことにお
詳しい松井さんのお話に魅せられながら、短時間ではありましたが
情緒豊かな倉吉の街を知ることのできる、とても有意義な楽しい時
を過ごさせていただきました。沢山の話題が飛び出し、なんと楽し
かったことでしょう。またこんな素敵な企画の同窓会を次回にもと、
わくわくしております。

平成31年度、九州支部は福岡
から鹿児島に運営を引継ぎま
した。
　令和２年７月25日（土）に開
催を予定しておりました支部
総会・懇親会は、延期させて頂
くこととなりました。久しぶ
りの鹿児島開催ということで、鹿児島の同窓生一丸となっておりま
した。残念ではありますが、次回（現在のところ未定）がより充実し
た会になるよう準備を進めて参りたいと思います。
　少し先になってしまいますが、また皆様と笑顔でお会いできるこ
とを楽しみにしております。

2020年９月に開催を計画しておりました第27回広島支部総会・懇親
会は、大変残念ながら無期延期することになりました。今回は、42期、
43期の６名が担当し、企画・準備しておりましたが、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大を受け、参加者の安全と健康を考慮し、このよう
な結論になりました。
　なお、次回開催は、2022年を予定しております。気持ち新たに、
お元気な皆様にお会いできますよう心よりお祈り申し上げます。

2020年５月30日（土）に、本学中央棟８Fに
て2020年度支部長会を開催予定していました
が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
やむをえず無期限延期といたしました。

■2020年度支部長会報告

支部マップ

支部だより 支部活動に ご協力いただける方を 募集しています

★ 支部会費納入のお願い ★
同窓生は、同窓会会則第２章第７条「会員は、すべていずれか
の支部に所属するものとする」により、必ずいずれかの支部に
所属することになっております（※どの支部に所属しているか
は、同窓会支部規程をご覧ください）。支部会費の納入をよろ
しくお願いいたします。

※各支部の会員数は2020年５月現在のものです

京阪神支部では今年８月に
「第28回総会・懇親会」を予
定しておりましたが、新型コ
ロナウィルスの蔓延を受けま
して中止する事といたしまし
た。京阪神支部の先輩方から
は『どんな事があっても出来
る限りお手伝いします』との
力強いお声がけをたくさんい
ただきました。私達京阪神支部にはこんなパワーのある先輩方がいつ
も味方になって支えていてくださる事に改めて感謝いたしました。
　こうした時だからこそ清心スピリットを胸に世界中がこの試練を乗
り越えて再生への道が切り開かれる事を切にお祈りいたします。

一瞬で清心カラー一色に

令和元年７月20日　東京支部総会・懇親会

第18回東海支部総会・親睦会～全国各地の同窓生とともに～

『清心スピリットを大切に』新役員

皆の笑顔が素敵な役員会

カリタスホールにて

倉吉散策後の食事会にて

鹿児島でお待ちしております

支部長  青木美樹子

支部長  中司恵理 

支部長  菅 奈保子 

代表  梅田史恵 

支部長  葛城千代 支部長  吉田公子 

支部長  三輪洋子 

支部長  山中久代 

（1,186人）

支部長  谷  仁美  

７月25日（土）

８月29日（土）

９月12日（土）

10月24日（土）

11月頃

支 部 名 日　　時

九 州 支 部

京阪神支部

広 島 支 部

四 国 支 部

鳥 取 支 部

■ 2020年度 支部総会開催予定表

無期延期

北海道
ユリア

会

東海支
部

京阪神
支部

鳥取支
部

岡山県
支部

広島支
部

九州支
部

四国支
部

東京支
部



講 座 名

テキスト代・資料代他
（3,500円～3,800円）

テキスト代（2冊）
4,080円（税込）

足袋をご持参下さい。
録音・録画は自由です。
テキスト・扇はこちらで
用意いたします。

ペン習字
文部科学省後援硬筆毛筆書写検定
岡 山 県 審 査 委 員
日本ペン習字研究会師範

橋 本 真 理（紫 泉）

5月～7月、10月～1月
①毎週水曜日13：30～14：40
②毎週水曜日15：00～16：10

5月～7月、10月～2月
第２・４月曜日 13：30～15：30

5月～7月、10月～3月
 第２・４木曜日

①13：00～14：30 ②15：00～16：30

（清心幼クラス）
第２・４月曜日14：00～15：00
（清心小クラス）

第２・４月曜日15：30～16：15

書写検定受験者は
受験料と参考書必要

扇（4,000円）

着物（ゆかた）・足袋等は
各自ご用意ください

19,600円
（1カ月/2,800円）

公的資格の文科省後援硬筆書写検定３
～１級の取得を目指す。万年筆、ボー
ルペン、筆ペンなどで、宛名書き、履
歴書、季節の挨拶状など、実用的なス
キルを楽しみながら身につける。

きもの
　着付け

むつみ京都総合学院学院長

吉　井　睦　美

一 級 家 元 教 授

菊　井　優　子

5月～7月、10月～2月
①毎週金曜日10：00～12：00
②毎週金曜日13：30～15：30

24,800円
（1カ月/3,100円）

花代・１回
（900円）

1カ月/3,000円

1カ月
一般 4,000円
学生 2,000円

20,000円
（1カ月/2,500円）

ゆかたから留袖まで自分で着られるよ
うになる。和の文化についても学べる
し、マナーも身につけることが出来
る。人に着せ付けることも可能。講師
の資格も取得できる。

謡曲・仕舞
（観世流）

生 け 花
（小原流）

日本舞踊
（正派若柳流）

観 世 流 能 楽 師
林喜右衛門家十四代当主

林　　宗　一　郎

正 派 若 柳 流 師 範
岡山日本舞踊協会会員
公益社団法人 日本舞踊協会会員

若　柳　桃　保

4月～3月
第２水曜日10：00～11：30

5月～3月

正しい姿勢を作り謡をうたう意味を学
び心身ともに美しい人を目指す稽古を
します。

花に触れ、花を活けながら花とたわむ
れ、自分の内にある感性を育てていき
ましょう。

楽しみながら日本舞踊ができる様、初
心者の方にも習得しやすい小曲を中心
に指導を行う。また、踊りのお稽古を
通して着付け、礼儀作法も身につける
ことができる。

講　　　　師 内　　　　容 曜日・期間等 受講料（全納） 教　材　費

2020年度  文化講座 〝学びの旅を始めませんか!!〟

※ 文化講座は５月開講、随時受け付けます。
　 冷暖房費は年間1,100円です。

ノートルダム清心女子大学同窓会
〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9 TEL（086）253-8496
申込み、問合わせ

二
〇
二
〇
年
度
同
窓
会
代
議
員
総
会

奨学金の給付
奨学生指導会
奨学生支援バザー
奨励賞
ゆめ文庫（点訳絵本）
エンジェル会
フリージアの会
ホームカミングデー（同窓生の集い）
生涯教育講座
会報発行
支部支援
名簿管理
スピーチコンテスト
故 渡辺和子前理事長 追悼の集い
一般寄付金手数料
ナミュール修道女会寄付
資格取得支援講座費
文化講座費
期首商品棚卸高
書籍、その他物品仕入
期末商品棚卸高

給与手当
福利厚生費
法定福利費
会議費
旅費交通費
消耗品費
消耗什器備品費
通信費
修繕費
印刷費
光熱水費
保健衛生費
賃借料（リース料）
保全費
管理費
手数料
雑費
租税公課
寄付金
特別会計から繰出

什器備品購入支出
リース資産支出
会報発行積立金
建物積立金
諸事業積立金

入会金、会費収入
一般寄付
支部より寄付支援
資格取得支援講座収入
文化講座収入
バザー売上
書籍売上
その他物品売上
受取利息
雑収入
受取手数料
特別会計より繰入

11,000,000
1,200,000

20,000,000
350,000
350,000

100,000
25,000
40,000
400,000
536,229

34,001,229
21,012,963
55,014,192

11,175,000
1,048,260

26,185,972
696,220
364,845
2,743
92,359
140,077
39,370
376,370

40,121,216
21,012,963
61,134,179

11,000,000
1,000,000

25,000,000
600,000
300,000
500,000
100,000
25,000
40,000
200,000
3,032,460
41,797,460
23,006,724
64,804,184

（単位：円）〈収入の部〉

ノートルダム清心女子大学同窓会
2019年度  決算報告（平成31年４月１日～令和２年３月31日）
2020年度  予　　算（令和 2 年４月１日～令和３年３月31日）

科　　　　　目
中 科 目

2019年度
総括予算額

2019年度
総括決算額

2020年度
総括予算額大 科 目

会 費 収 入

寄付金収入

事 業 収 入

雑 収 入

特別会計繰入金
小　　　計

前期繰越収支差額
合　　　計

奨学金事業

ボランティア

ホームカミング

会報発行

支部支援

非収益事業

収益事業

2,520,000
150,000
150,000
200,000
150,000
150,000
150,000

500,000
4,200,000
1,800,000

600,000
500,000
50,000
300,000

13,000,000
315,000
633,188
90,000

△ 633,188
24,825,000
7,000,000

900,000
800,000
50,000
360,000

280,000
50,000
150,000
360,000
50,000
182,000
150,000
500,000
30,000
800,000
2,055,000

536,229
14,253,229
11,260,747

675,216
1,000,000
1,000,000
2,000,000

55,014,192

2,520,000
139,959
75,307
120,000
112,602
110,554
89,522
1,060

237,893
3,373,568
1,466,813

251
523,502
387,244
30,821

11,936,458
579,330
633,188

△ 147,400
△ 482,517
21,708,155
4,970,880
15,000
573,337
787,522

703,629

194,759
74,800
33,000
323,754
43,958
181,440
129,840
470,200
18,918
352,756
2,375,221

11,249,014

495,070
675,216
1,000,000
1,000,000
2,000,000
23,006,724
61,134,179

2,800,000
150,000
100,000
200,000
150,000
150,000
150,000
500,000

4,200,000
1,600,000
50,000
600,000

50,000
300,000

13,000,000
550,000
487,052
450,000
487,052

25,974,104
6,200,000

800,000
800,000
50,000
400,000
350,000
280,000
50,000
150,000
360,000
50,000
182,000
150,000
750,000
30,000
500,000
1,800,000

3,032,460
15,934,460
18,220,404

0
675,216
1,000,000
1,000,000
2,000,000

64,804,184

〈支出の部〉
科　　　　　目

中 科 目 小 科 目
2019年度
総括予算額

2019年度
総括決算額

2020年度
総括予算額大 科 目

事 業 費

管 理 費

特別会計繰出金

予 備 費

固定資産取得支出

積立金支出

小　　　計

小　　　計

次期繰越収支差額
合　　　計
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役
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の
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（自前の扇がある方は
　　　　　ご持参ください）
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・
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・
児
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・
英
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期
・
児
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45
期
・
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期
・
家
政
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期
・
家
政

35
期
・
家
政

二
〇
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役
員
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簿

（
◎
は
会
長 

○
は
副
会
長
）

二
〇
二
〇
年
度 

代
議
員
名
簿

期・科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名期 ・ 科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名

代議員について
　年一回の代議員総会は、
同窓会の最高議決機関です。
総会に出席し（委任状含む）、
同窓会の活動や、会のあり
方などを審議していただき
ます。

中 張 悦 子
鈴 木 菊 子
信 岡 敦 子
石 井 良 枝
大 熊 昌 子
古 田 啓 子
元 井 和 子
齋　藤 　緑
光 藤 明 子
成 瀬 京 子
石　津　ミチ子
百合草　孝　子
天　野　ひろみ
岡 本 瑠 美
森　本　芙佐子
上 川 和 子
藤 原 桂 子
高　木　知恵子
内 田 順 恵
古 賀 由 恵
上 野 和 子
坂 本 鈴 子
稲 田 敏 子
片 岡 富 子
鳥 取 温 子
甲 田 正 子
横 内 泰 江
小 山 育 子
三 輪 洋 子
長 野 育 子
椋 代 公 子
神 浦 由 里
佐 藤 泰 子
吉 田 公 子

菊 井 優 子
英　　　千恵子
森 川 悦 子
大河原　桂　子
豆 谷 裕 子
福 田 澄 恵
牧　　　豊　子
服 部 裕 子
片 岡 一 惠
河 原 秀 子
長 尾 祥 誉
金 光 真 里
畑　野　比呂美
藤 田 雅 子
佐　藤　由美子
谷　　　仁　美
池 内 比 美
高 木 祥 子
那 須 英 糸
前 田 敦 子
岸 本 晴 美
時 久 祐 子
中 野 明 子
佐 藤 容 子
梅 田 史 恵
青　木　　　泉
渡 部 睦 美
石　井　知恵子
近　藤　美智子
木 村 久 恵
山　本　小百合
中　内　　　香
菅　　　奈保子
髙 野 友 紀

渡 辺 好 美
吉 村 香 里
葛 城 千 代
山 中 久 代
井 上 圭 子
内 藤 知 美
中 司 恵 理
仁 科 麻 紀
東 山 有 未
松 岡 一 美
岡 村 亜 希
北 原 香 奈
堀 米 直 子
筒 井 智 美
西 川 照 美
髙　橋　三紗子
青　木　美樹子
内 藤 景 子
菱 川 明 子
金 谷 祐 子
神 原 芳 里
高　原　佐知子
江 國 未 來
野 瀬 裕 子
秀 梓
藤 田 雅 子
井 上 結 貴
柏 瀬 晴 子
小 林 由 佳
石　原　三希江
久木野　優　子
槇　尾　早奈恵
笠 原 彩 奈
信 江 有 紀

西 川 綾 華
渡 邉 貴 子
笹　治　　　里
石　田　みずえ
川 﨑 有 理
俣 野 由 佳
齋 藤 暑 子
小 野 優 奈
藤 原 果 奈
河　本　奈津子
枝 木 佑 充
中 村 綾 乃
末 永 貴 子
藤 澤 　 杏
竹 本 涼 香
木 村 真 緒
藤 澤 香 恋
森 田 千 弓
濱 田 　 歩
佐 藤 祐 美
佐 藤 菜 摘
守 本 奈 央

専 ５期・保
大 ６期・英
大 ８期・英
大 ８期・国
大10期・英
大10期・国
大10期・家
大12期・家
大13期・家
大14期・家
大15期・家
大16期・家
大17期・国
大17期・家
大18期・英
大18期・国
大18期・家
大18期・家
大18期・児
大18期・児
大19期・国
大19期・食
大20期・児
大20期・食
大21期・国
大21期・家
大21期・家
大21期・食
大23期・英
大23期・国
大23期・児
大24期・英
大24期・英
大24期・国

大24期・家
大24期・食
大25期・英
大25期・国
大26期・英
大26期・児
大26期・児
大27期・家
大28期・家
大28期・家
大28期・食
大29期・児
大30期・英
大30期・食
大31期・英
大31期・家
大32期・家
大33期・英
大33期・国
大34期・国
大34期・家
大35期・国
大35期・家
大36期・家
大36期・児
大36期・食
大37期・食
大37期・食
大38期・国
大39期・児
大39期・食
大40期・英
大40期・英
大41期・英

大41期・英
大41期・家
大41期・児
大42期・英
大42期・家
大43期・家
大43期・食
大44期・英
大44期・国
大45期・国
大45期・家
大47期・食
大48期・児
大49期・英
大50期・英
大51期・英
大51期・食
大52期・日
大52期・食
大54期・食
大55期・社
大56期・英
大56期・生
大56期・生
大57期・児
大57期・食
大58期・食
大58期・食
大59期・生
大60期・日
大60期・日
大60期・社
大61期・日
大61期・日

大62期・日
大62期・日
大63期・社
大63期・生
大64期・社
大64期・社
大65期・児
大65期・食
大66期・児
大66期・食
大67期・日
大67期・日
大68期・英
大68期・英
大68期・日
大68期・日
大68期・現
大68期・現
大68期・児
大68期・児
大68期・食
大68期・食

（2020.5 現在 124名）

総会報告代議員名簿・文化講座

監　査　報　告

　平成31年4月1日から令和2年3月31日までの2019年度に

おける会計及び業務の監査を行い、次のとおり報告する。

１ 監査の方法の概要

（１）会計監査については、帳簿及び関係書類の閲覧など必要と

　　　思われる監査手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。

（２）業務監査については、理事会及びその他の会議に出席し、

　　　理事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧など必要と

　　　思われる監査手続きを用いて業務執行の妥当性を検討した。

２ 監査意見

（１）収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録

　　　は会計帳簿の記載金額と一致し、会の収支状況及び財政状

　　　態を正しく示していると認める。

（２）事業報告書の内容は真実であると認める。

（３）理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは会則

　　　に違反する重大な事実はないと認める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　令年 2 年４月16日

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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謹 弔 謹んでご冥福をお祈りいたします

　

住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
ハ
ガ
キ
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
届
け
の
お
願
い

■日　時
■場　所
■内　容

第２・第４木曜日  10：00～16：00
ルルド館 第二会議室（２階）
①点訳絵本の作製と貸し出し
　　　　 （一般の方・岡山盲学校小学部の方）
②点訳絵本蔵書目録の作成　
③「会報」の点訳（パソコン）

ゆめ文庫の活動

■日　時

■場　所
■内　容

第2火曜日・第4土曜日
（10：00～14：30）
ルルド館 第一会議室（１階）
手作り品の制作

フリージアの会の活動

・児童院  第３火曜日（11：00～14：00）
　　　　　　　　　 （13：00～14：30）
　　　　  第４火曜日（11：00～13：00）
　　　　  第４水曜日（10：00～12：00）
・睦学園  第１・第３金曜日（10：30～11：30）
　　　　  第１火曜日（10：00～11：00）
・療育園  第３土曜日（10：00～11：30）

エンジェル会の活動
■旭川荘

■ルルド館
・ハンドベルの練習  第２・第４金曜日（10：00～）

ボランティア募集中〝 〟！

　会報56号の誌面のメインカラーは緑です。これは、今年３月卒業し、同窓会本会員になられた同窓生のクラスフラワー
の『松』の色です。『松』には、松の緑のごとく希望にあふれて、撓（たわ）まざる剛毅と叡智をもってという意味がこめられ
ています。

○活動に参加ご希望の方は、お問合せください TEL 086－253－8496ノートルダム清心女子大学同窓会

西田（武田）祥子 様 （専１・物）
杉生（中野）婦佐香 様 （専１・保）
武内（湯浅）公子 様 （専１・保）
末　長（辻）　泰 様 （専２・物）
加藤（寒川）幸子 様 （専２・物）
中藤（岡部）隆江 様 （専３・被）
金丸（高山）摩耶子 様 （専３・被）

組
織
図

代議員総会

● 

使
用
で
き
る
人

● 

使
用
目
的

● 

休
館
日

部屋の名称

備　　　考 超 過 料 金
（１時間につき各料金の２割増し）

収容人数

使　　用　　料

１Ｆ

２Ｆ

第１会議室
第２会議室
う　め（和室）
かえで（和室）

20人
10人
7～8人
7～8人

3,000円
1,500円
2,000円
2,000円

4,000円
2,000円
2,500円
2,500円

（会議・会合等）
４時間以内

平　日：９時～16時　　 
土曜日：９時～14時30分

① ②

同
窓
会
館
利
用
の
し
お
り

日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
創
立
記
念
日
・

プ
レ
ジ
デ
ン
ツ
デ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
・

夏
季
休
業
・
冬
季
休
業
等

①
　　

②
学
生
・
同
窓
生
・
岡
山
清
心
女
子
専

門
学
校
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
現
旧
教
職
員（
客
員
）及
び
そ

の
家
族

附
属
校
、
姉
妹
校
関
係
者
及
び
そ

の
家
族
・
同
窓
会
理
事
会
が
承
認
し

た
者

会
合
・
研
修

事 務 局

会 　 　 員

生 涯 教 育

ホームカミング

広 　 　 報

顧 　 　 問

スピーチコンテスト 監 査 委 員

ボランティア

奨学金事業

講 　 　 座

奨学生選考委員会
役員選考委員会
情報管理委員会
講座対策委員会

特
別
委
員
会

鳥

取

支

部

岡
山
県
支
部

北
海
道
ユ
リ
ア
会

四

国

支

部

東

海

支

部

広

島

支

部

九

州

支

部

京
阪
神
支
部

東

京

支

部

同窓会本部

理 事 会

総務委員会

土肥（中野）良子 様 （専４・被）
町　田　澄　子 様 （専５・保）
福田（溝口）泰子 様 （専５・被）
松尾（冨部）百合子 様 （専５・英）
小 西（壙）法 子 様 （大２・英）
小林（長瀬）恒子 様 （大３・英）
大島（益川）伸子 様 （大３・英）

塩飽（藤田）文子 様 （大３・家）
田中（岡本）史子 様 （大 10・国）
白羽（村木）芳子 様 （大 12・家）
山崎（前田）康子 様 （大 17・児）
石田（則武）経子 様 （大 26・食）
松浦（花谷）洋子 様 （大 27・国）
井田（堀井）敬子 様 （大 27・食）

坂本（億野）聡恵 様 （大 29・児）
白神（森本）弘子 様 （大 30・児）
河野（土方）多巳江 様 （大 36・食）
今 岡 徳 子 様 （大 42・英）
難波（山根）みゆき 様 （大 47・国）

同窓会より

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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大学からのお知らせ

● 2020年度 オープンキャンパスのご案内
■ ８月　日程調整中　　■ ９月　９月27日（日）
■ ３月　2021年３月20日（土・祝）
＊事前にお申し込みのうえ、ご参加ください。
 　中止・変更が生じた場合は本学公式ホームページでお知らせします。

○詳しくは、本学ホームページをご覧ください。

TEL：086-255-5585（直通）

入試広報部より

入試広報部

　本学の設立母体であるナミュー
ル・ノートルダム修道女会の創立
者聖ジュリー・ビリアートが始め
た教育事業に持続的に取り組み、
真の自由人を育成するという本学
の使命を忠実に果たすため、2020
年度より多種多様な奨学金制度を
創設しました。
　この奨学金の資源には「ノートル
ダム清心女子大学教育基金一粒の
麦」にご賛同いただきました卒業生
の皆様からのご寄付もあてさせて
いただいております。皆様の温か
いお気持ちに心より感謝申し上げ
ます。
　本学独自の奨学金はすべて返還
義務がない「給付型」と「授業料減
免型」です。これにより、将来の返
済の不安を抱えながら学修しなけ
ればならない学生の減少を目指し
ています。

　本学では学生支援の
充実を図るため、キャ
リアサポートセンター

を始め、教職等の支援を進めています。その中には、
卒業生の方にもご参加いただける取り組みや、相談
窓口等がございます。本学ホームペ－ジで随時ご案
内しております。「訪問者別」メニューから「卒業生の
方へ」をクリックしてください。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、イベント
の中止や窓口の縮小を行っています。お問い合わせ
の際は必ず、本学ホームページでご確認ください。

2020年度より奨学金を拡充しました

★清心ブルー＆ゴールド奨学金

★ノートルダム奨学賞

新入生支援奨学金

クビリー奨学金

優秀奨励奨学金

自宅通学応援奨学金

アドバイザー推薦自宅通学応援奨学金

一人暮らし応援奨学金

大学院クビリー奨学金

大学院学生に対する学会等発表奨励金

災害支援奨学金

緊急・応急奨学金

海外留学生奨学金

海外活動支援奨学金

私費外国人留学生授業料減免

入学試験の成績優秀者に対する奨学金

世帯収入により入学年度の授業料の一部を給付する奨学金

学業優秀で経済的理由で修学が困難な学生に対する奨学金

学業成績・課外活動優秀者等に対する表彰制度

遠隔地から通学する学生に対する奨学金

入学時、一人暮らしをする学生に対する奨学金

大学院生の修学を支援する奨学金

国内外の学会等で発表する大学院生に対する奨学金

災害等により家計が急変した学生に対する奨学金

留学を認められた学生に対する奨学金

海外において、ボランティア活動等を行う学生に対する奨学金

私費外国人留学生に対する奨学金

減免

給付

給付

給付

給付

給付

給付

減免

給付

給付

減免

学 業 奨 励

経済的支援

学 業 奨 励

経済的支援

経済的支援

学 業 奨 励

経済的支援

学 業 奨 励

経済的支援

○詳細は本学ホームページをご覧ください TEL 086－252－5039お問合せ先 学務部学生係

○就職・転職に関するサポート・・・・学務部キャリアサポートセンター

○保育・教育・資格に関するサポート
　保育職・教職（保・幼・小・特支・中等）・・・・・保幼小学修支援センター、教職支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 インクルーシブ教育研究センター
　公認心理師・臨床心理士資格支援・・・児童臨床研究所

○交流会等　　・卒業生司書の会　・食品栄養学科交友会

○施設利用　　・図書館利用　・清心こころの相談室

○子育て支援　・清心子育てプロジェクト

文 学 部 特 任 教 授
文 学 部　教 授
文 学 部　教 授
文 学 部 准 教 授
文 学 部 准 教 授
人間生活学部客員教授
人間生活学部特任教授
人間生活学部特任教授
人間生活学部教授
人間生活学部教授

佐 野 榮 輝
河 合 保 生
小 嶋 博 巳
川 﨑 千 加
原 　 豊 二
北 畠 直 文
上 田 恭 嗣
平 松 正 臣
小 川 賢 一
熊 澤 住 子

人間生活学部助手
英語教育センター准教授
学務部保健センター
学 務 部 諸 課 程
入 試 広 報 部
施 設 企 画 管 理 部
施 設 企 画 管 理 部
施 設 企 画 管 理 部
施 設 企 画 管 理 部

髙 木 亜里紗
中 川 康 雄
歳 森 雅 子
安 藤 由紀子
原 　 　 彪
西 　 和 孝
片 山 節 夫
高 橋 　 栄
髙 谷 晴 彦

ありがとうございました
― ご退職の先生方 ―

卒業生の方へ

★は受験生向けの奨学金です。
給付：奨学金を学生個人の口座に振り込みます。　減免：奨学金の額を学費から免除します。

● 2020年度 ノートルダム清心女子大学奨学金一覧

タイプ 奨学金名 概要

須沢 かおり先生がご逝去されました。ご冥福をお祈りいたします。2019年12月、キリスト教文化研究所教授

本学公式ホームページに WEBオープンキャンパス を開設
◎学科の内容や新入試制度について動画で紹介しています。
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個
人
情
報
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取
り
扱
い
に
つ
い
て

いつくしみの聖母（大学26期生卒業記念）

ホームカミングデー

「同窓生の集い」のご案内

時 間
　

場 所
内 容

■
　

■
■

：
　

：
：

：
：

11：30～〔受付 11：00～〕
＊会食後は自由にご歓談・散策をお楽しみください

大学学内 
会食・追悼スクリーン映像

参 加 費
申込み方法

■
■

3,500円（昼食代含む）
９月 10日（木）～ 10月10日（土）
会報に同封の振込み用紙にて振り込み

大学祭が中止になった場合には、「同窓生の集い｣「奨学生支援バザー」は開催を中止します。
中止の際は、同窓会HPでお知らせします。ご不明な点は同窓会事務局までお問合せください。

　新型コロナウイルスの感染拡大により、生活に多大な影響を受けておられる同窓生の皆様には、心よ
りお見舞いを申し上げます。想像だにしなかった不安と混乱の中、いかがお過ごしでしょうか。
　大学は大変な状況にあり、同窓会も大学と共にあります。どうぞ今は安全と健康を第一にご自愛くだ
さい。一日も早く穏やかな日々が戻りますよう心よりお祈りいたします。
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会長挨拶

学長挨拶

大学70年の歴史

故渡辺和子前理事長を偲んで

2019年度 活動報告

ボランティア

学生支援事業

支部だより

総会報告

代議員名簿・文化講座

同窓会より

大学からのお知らせ

ホームカミングデーのご案内

会報編集委員一同

令和　　　年　　　 月　　　日（土） ― 大学祭初日 ― 今年度の生涯教育講座はありません２ 11 7

奨学生支援バザー

●時　間：10：00～15：00　　●場　所：ヨゼフ棟１Ｆ ヨゼフホールラウンジ

フリージアの会による手作り品、セレクトショップ、遊休品、マイショップ、またブランドリユース
品もあります。掘り出し物ぞくぞく、魅力満載です。ぜひお出かけください。

■お問合せ
ノートルダム清心女子大学同窓会

ＴＥＬ＆ＦＡＸ（086）253-8496  
 HP: https://ndsu-rurudo.jp
 E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp

〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9

＊注意事項：車の乗り入れはできません。公共交通機関をご利用ください。

＊ご参加の方は、配布資料にお名前を記載いたします。
　ご了承ください。

渡辺和子理事長追悼アルバム

・販売数：300冊限定（先着順）
・申込み：右記、同窓会にお電話で
・受　付：7月15日 （水）10：00～
・価　格：1,700円（送料・税込）

「置かれたところで咲く花に」の販売について

拡大により、生活に多大な影響を受けておら
想像だにしなかった不安と混乱の中、いかが
同窓会も大学 共 あり す どう 今 安

同窓生の皆様へ

内 容■ ：会食・追悼スクリーン映像

奨学生支援バザー

＊ご参加の方は、配布資料にお名前を記載いたします。
　ご了承ください。

●題字　故・高木聖鶴

編集後記
　会報第56号をお届けします。令和元年12月、故渡辺和子前理事長の追悼
の集いを開催しました。多くの方々と共に、シスターを偲び、とても懐か
しい時を過ごすことができました。
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、日常の生活を送ることが難し
い状況になっていますが、シスターの教えを胸に、それぞれの場所で、そ
れぞれができることをしていきたいと思っています。 会報編集委員一同

　ご卒業、50周年をお迎えになられ、心よりお喜び申し上げます。皆様のご卒業50周年を記念し
「同窓生の集い」へのご参加を呼びかけています。会場には懐かしい写真を掲示し、ささやかな記念
品を用意しております。どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

大学17期・18期の皆様へ


